
12月の 行事予定 

日 曜   行事 きらり 

1 火 マラソンスタート  

バス散歩（竜南緑地 れもん以上） 

 

２ 水 バス散歩（中瀬緑地 すだち・あんず）  

３ 木 ちいさなおなべの会 リズムＡ 集金締切日  

４ 金 大きくなったかな リズムＢ  

５ 土   

６ 日   

７ 月 太極拳  

８ 火 お弁当の日 バス散歩（鳥羽山公園・すだち） 出張ひろば 

９ 水 バス散歩（飯田公園 れもん以上）  

10 木 リズムＡ どんぐりグループ 

11 金 リズムＢ 誕生会 弘子さんの知恵袋 

12 土   

13 日   

14 月 そらディスカッション 妊婦支援 

15 火 バス散歩（森林公園 れもん以上） 出張ひろば 

16 水 バス散歩（中瀬緑地 すだち・あんず）  

17 木 リズムＡ みほさんの部屋  

18 金 リズムＢ  

19 土   

20 日   

21      月 太極拳 お茶会 カンガルータイム 

長期休暇支援 

22 火 バス散歩（竜ヶ岩山・すだち） 出張ひろば 

23 水 バス散歩（森林公園 れもん以上）  

24 木 リズムＡ  

25 金 お餅つき リズムＢ どんぐりグループ 

26 土   

27 日   

28 月  年末年始休暇 

29 火 年末年始休暇  

30 水   

31 木   
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冬支度 忙しく楽しい日々 
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令和２年度テーマ 

 「見つけよう」 好きなこと 
 

１月の予定 

４日（火)      お弁当の日 

＊年間計画では 13日になっていましたが、お正

月で食材の確保が困難なため、4 日にお弁当の

日を変更します。 

22日(金)            誕生会 

18日(月)～20日(水)  ひかり動画& 

ディスカッション 

25日(月)            お茶会 

 

 

～すだちの保護者の方へ～ 

・書き初めに使用する仮巻代として540円 

を集金します。他の集金と合わせて、集金

締切日 3日(木)までに事務室のポストに入

れてください。 

・8日（火）鳥羽山公園 

・22日（火）竜ヶ岩山 

すだちで出かけます。当日は、おにぎり 3

個を持ち、靴下を履いてくるようにお願い

します。 

退職 

皆田 朋子が退職します。身体の完治を祈

ります。長い間ありがとうございました。 

入職 

１２月１日より、松本 侑樹（ゆうき）が

入職し、ひかりの担当になります。 

男性保育士です。よろしくお願いします。 

 

入園 

●高橋 あらた君がさくらんぼに入園し

ます。いつき君（かぜのれもん）の弟です。 

●殿村 かりんさんがそらのあんずに入

園します。 

マラソンがスタート 

４～５歳児   中田公園または 

上新屋第二公園 

２～３歳児  ながかみの森 

０～1歳児   ながかみの庭 

時間帯 ４~５歳児は８時３０分に出発 

   ０～３歳児は 8時 45分にスタート 

見学の場合は、口頭ではなく、玄関のお知

らせメモでお知らせください。 

走るの大好き！ 

寒さに負けず、がんばります。 

出張ひろば 
暖かく穏やか日が続いている中で、保育園では保存食

作りで忙しいこの頃です。浜北の浅井さんから毎年届く

長野の甘柿、今年は 300 個と大量でした。柿を洗うのは

子どもたちの仕事、くるくる皮をむくのは大人、紐をつけ

るのは大人と子ども、次に熱湯のお風呂に入れて、脚立の

上で待つ大人へと運び役は子どもと、協力体制はなかな

かお手の物です。 

柿が終わったら次は干し芋作り、朝一番（7時半）で釜

戸に火を入れ、芋を煮ること 1 時間以上、９時半ころに

第 1 回目の芋出し！あつあつの芋の皮むきは子どもたち

の仕事です。次々にむきたての芋を 2 階の干し場に運ぶ

のも、子どもの仕事です。この工程を 14時過ぎまで 4回

繰り返します。最後の皮むきは 13時過ぎのため、すだち

さんの力が必要です。これを、丸 2 日間行い、干し続け

ること 1 週間、そして、来年春までのおやつの出来上が

りです。 

第 2 弾の干し柿は、大平の足立農園から届く見事な渋

柿、150個をつるします。 

そして、三方原の和田農園から届く 70本のだいこん！

子どもたちが洗いフェンスに干すこと 1 週間くらい。だ

いこんが輪になるくらい乾燥したら漬け時です。塩と米

ぬかを混ぜ合わせ、だいこんと交互に入れ、すだちさんが

樽の上から踏んで漬け込みます。 

干し柿作りで出た柿の皮を乾燥させた物を入れるのも忘

れません。年忘れの餅つきには「たくあん」が食べられま

す。こうして冬支度をしながら、年の瀬を迎えるながかみ

の生活は、大きい子から小さい子へと受け継がれていきま

す。 

ついこの間まで、渋柿の皮をかじり泣いていた子も、今

では手際よく次々と紐をしばる姿に成長しています。 

子どももスタッフも、生活の営みを通して学び合うことの

大切さを噛みしめています。 

また、今年は 2年前に保護者会自主事業で菌打ちしてい

ただいた原木しいたけが、毎日のように収穫できるように

なりました。焼いて食べる、鍋に入れる、干ししいたけに

と、こちらも日々の楽しみの一つとなっています。 

弘子 

年間計画にありました年忘れファミリーデーは中止します。 

25 日（金）に餅つきを行い、28 日（月）は通常保育です。 

「大きいシイタケあるよ～」11月毎日のように響き渡る子ど

もたちの声。パーゴラの裏にある原木に、今年はたくさんの

シイタケが顔を出しました。しかし、そこには大事な約束が

あります。10ｃｍ以上でなければ収穫できません。子どもた

ちは真剣な表情で、定規を使って測ります。見事に収穫でき       

た大きなシイタケ、「焼いてみようか？」 

「煮てみようか？」みんなで相談して 

秋の味覚を堪能しました。 

里絵 



  

 


